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研究要旨 

現在、日本における視覚障害の第一位は緑内障で、2002年に行われた大規模疫学調査（多

治見スタディ）により、40 歳以上の５％が本疾患に罹患していることが判明し、その約 9

割の患者が未治療であることが大きな問題となっている。緑内障は末期まで自覚症状がな

いまま不可逆的な視機能障害を生じるが、早期発見、早期治療によって進行を抑制するこ

とが可能なため、成人眼科検診において最もスクリーニングの意義が大きい眼疾患と考え

られる。 

通常、緑内障のスクリーニングとして実施されている代表的な検査項目は視力検査、眼

圧検査、眼底写真などであるが、視力は後期緑内障まで維持されることが多く、日本で最

も有病率が高い正常眼圧緑内障は眼圧検査で検出することはできないため、現行の眼科検

診項目では眼底写真が最も緑内障の検出に有効な検査と考えられている。しかし、日本人

に多い近視眼は典型的な緑内障性の視神経乳頭所見をマスクする危険性が高く、特徴的な

乳頭周囲所見である網膜神経線維層欠損も、近視性変化や高齢化等にともなう豹紋状眼底

では判定が難しい症例が多い。さらに眼底写真の読影における根本的な課題として、定性

的な評価のため、各判定医の検出レベルに差が生じる事も以前より指摘されている。近年

眼科臨床に急速に普及した光干渉断層計（OCT）検査は眼底検査で見落とされてきた緑内

障を検出可能とし、必要不可欠な眼科外来検査となってきた。定量的な評価によって読影

精度の向上と標準化が期待できることから、今後眼科検診項目として積極的に導入すべき

有力な検診ツールとして期待される。 

 

A.	 研究目的 

本年度は先行研究として実施した 2 施設

の研究結果を基に、従来型の眼科健診項目

の検診精度について包括的な評価を行い、

さらに今回の研究で新たな検診項目として

導入した光干渉断層系（OCT）の有効性や 

 

課題について最近の報告を収集し、検証す

べき有効性について整理する。	  

 

B. 研究方法 

東京慈恵会医科大学病院および大宮シテ

ィクリニックで実施した人間ドックの結果



を基に、既存の眼科検査項目である視力検

査、眼圧検査、眼底写真と新規の眼科検診

項目として普及しつつある簡易視野計（FDT）

の集計、解析結果をまとめ、さらに光干渉

断層計（OCT）に関する文献的な考察を踏ま

え、眼科検診項目の包括的な評価を行った。 

（倫理面への配慮）	

本研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊重し、

関連する法令や指針を遵守したうえで行っ

た。	

 
C. 結果 

東京慈恵会医科大学	 総合健診・予防医

学センターで 2010年 4月から 2011年 3月
に総合健診を受診し，眼圧検査，視野検査

を行なった者 6,453 名の検討では、眼圧が
22mHg 以上の異常値を示した者は 34 名
（0.5％）で、そのうち既に緑内障の診断を
受けていた者は 7名（0.1％）であった。未
診断者 27 名（0.4％）のうち，その後新た
に緑内障と診断された者は 2 名（0.03％）
であった。一方 FDT視野検査により視野異
常のあった者は 683名。その中ですでに緑
内障と診断されていた者は 309名（全体の
4.8％）で、残る未診断 374名の中で、2012
年 3 月までに眼科受診し，新規に緑内障診
断が下された者は 66名（全受診者の 1.0％）
で総計 5.8％であった。また緑内障として治
療を開始した 26名 33眼の治療開始前の眼
圧は 12.9±3.3mmHg であったのに対し、
要経過観察となった者は 40名 54眼で，眼
圧は 12.7±3.0mmHg で、両群間の眼圧に
統計学的有意差は認めなかった。 
また大宮シティクリニックにて 2011年 6

月から 2014年 12月に実施したＦＤＴ視野
検査、眼底検査、眼圧検査による人間ドッ

ク眼科健診を受けた 49,442名（男性 27,886
名、女性 21,556名）、平均年齢 47.8歳（男
性 48.1	 歳、女性 47.5歳）の健診結果を整
理した。その結果、6,930 名に何らかの眼
科的異常を認め、緑内障と最終診断された

のは 1,159 名、新たに緑内障と診断された
のは 485 名であった。内訳は FDT 異常が
426 名、眼底写真の異常は 428 名、眼圧異
常は 5 名（FDT 単独異常は 57 名、眼底写
真単独での異常は 52名、眼圧単独の異常は
1名）であった。 
 
D. 考察 

	 眼科検診で最も早期発見が期待される疾

患は成人失明の第一位である緑内障である。

眼科検診で汎用されている眼科検査項目は，

人間ドック学会などの認定施設として必要

条件となっている視力，眼圧，眼底写真で、

さらに最近では新たな追加項目として

FDT などの簡易視野検査も上記の基本検
査項目に付加されることがある。通常緑内

障は最後まで中心視野が温存されるため、

視力検査は末期緑内障以外では有効でない。

また眼圧検査に関しても全緑内障の３/４
を占める原発開放隅角緑内障のうち、約 9
割が正常眼圧緑内障であることから、有効

でないことが指摘されている。我々が行っ

た上記 2 施設の検討においても想定された
通り有効性は確認できなかった。基本検査

項目のなかでは眼底写真が最も有効と思わ

れるが、偽陰性や偽陽性が問題となる。我々

が偽陰性症例について再検証したところ、

日本人に多い近視眼のコーヌス、視神経の

形状異常を伴う傾斜乳頭、視神経の低形成

の合併で緑内障性の乳頭変化が確認できな

かった症例や、豹紋状眼底などにより網膜



神経線維層欠損が不明瞭な症例など、眼底

写真の検出限界が改めて確認できた。さら

に両研究では詳細な検討ができなかったが、

撮影状況や読影者の経験の差も検出精度に

影響した可能性が予測された。 
	 その中で、FDT簡易視野検査が眼圧検査
に比べ 34 倍の高確率で緑内障を新規発見
ができた事から、簡易視野検査が眼圧検査

に代わる基本検査項目の有力な候補となる

可能性が確認できた。一方、今回研究で期

待される OCT の臨床現場での代表的な海
外報告では、高眼圧症や緑内障疑い症例で

感度は中等度（36％～80.5％）と検出力の
ばらつきがみられたが、特異度は 90～95％
程度とほぼ安定した有効性を確認すること

ができた。 

以上、現状の成人眼科検診における眼科

検診項目の有効性と課題を確認するととも

に、OCTの導入により期待され、検討すべ

き留意点について整理した。 

 

E. 結論 

緑内障は成人眼科検診において最もスク

リーニングの意義が大きい疾患と考えられ

る。通常の眼科検診の検査項目は視力検査、

眼圧検査、眼底写真などであるが、この中

では眼底写真が最も有効な検査と考えられ

た。しかし、日本人に多い近視眼では典型

的な緑内障性の眼底所見がマスクされるこ

とがあり、その精度には問題点も多い。 

近年眼科臨床に急速に普及した光干渉断

層計（OCT）検査は眼底検査で見落とされ

てきた緑内障を検出可能とし、必要不可欠

な眼科検査となってきた。定量的な評価に

よって読影精度の向上と標準化が期待でき

ることから、今後眼科検診項目としての応

用が期待される。 
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